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・
正
社
員
の
賞
与
支
給
時
に
、
Ｇ
Ｓ
に
何
も
無
い
た    

  

め
。
精
勤
手
当
て
の
支
給
方
法
を
変
え
て
ほ
し
い
。

・
自
分
の
接
客
が
う
ま
く
い
か
ず
、助
役
対
応
に
な
っ

  

て
し
ま
っ
た
時
。

・
過
不
足
や
誤
発
売
を
し
て
し
ま
っ
た
時
。

・
社
員
と
の
差
を
感
じ
た
時
。

・
仕
事
内
容
も
き
つ
い
し
、
賃
金
も
安
い
。

・
安
定
し
た
職
に
就
き
た
い
と
思
っ
た
時
。

・
お
客
様
の
理
不
尽
な
要
求
を
受
け
た
時
。

（
グ
ラ
フ
）

◎
そ
の
他
設
問
に
無
い
事
で
意
見
な
ど
が
あ
れ
ば
、

   

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
雇
用
不
安
と
の
戦
い
で
す
。
ミ
ス
し
た
ら
契
約

　

更
新
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
。
正
社
員
に
登

　

用
し   

て
も
ら
え
る
の
か
。雇
用
不
安
の
改
善
を
。

・
今
後
、
社
員
に
な
っ
て
も
や
り
が
い
が
見
出
せ
な

　

さ
そ
う
。

・
全
て
の
改
札
口
に
平
均
に
勤
務
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

　

久
々
に
入
る
と
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

・
ベ
テ
ラ
ン
が
転
勤
し
、
社
歴
の
浅
い
正
社
員
か
Ｇ

　

Ｓ
ば
か
り
。
質
問
・
相
談
で
き
る
人
を
多
く
現

　

場
に
残
し
て
ほ
し
い
。

・
静
養
休
暇
が
取
れ
る
環
境
が
あ
れ
ば
よ
い
。

・
女
性
が
結
婚
し
て
も
、
続
け
ら
れ
る
環
境
が
無

　

い
。
泊
ま
り
か
日
勤
か
選
べ
る
と
良
い
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
声
は
一
部
で
す
。
今
後
き
ち

ん
と
し
た
報
告
を
各
職
場
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

一
部
の
内
容
は
正
社
員
に
も
共
通
す
る
声
で
も
あ

り
、
国
労
東
京
地
本
で
は
今
後
様
々
な
場
面
で
の

取
り
組
み
に
、
こ
う
し
た
声
を
活
用
・
反
映
さ
せ

な
が
ら
、
正
社
員
・
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
が
共
に

働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
最
後

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
、
各
分
会
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
と
改
札
口

★
購
入
券
を
家
族
で
も
使
わ
せ
て
ほ
し
い
。

★
住
宅
手
当
が
少
し
で
も
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
。

★
寮
や
社
宅
を
使
わ
せ
て
ほ
し
い
。

★
有
休
休
暇
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
て
ほ 

   

し
い
。

・
賞
与
を
正
社
員
並
み
に
し
て
ほ
し
い
。

・
結
婚
休
暇
・
育
児
休
暇
や
扶
養
手
当
が
ほ
し
い
。

設
問

：

入
社
後
、
短
期
間
で
辞
め
て
し
ま
う
Ｇ
Ｓ
の

         

か
た
が
多
く
い
ま
す
。
理
由
は
何
だ
と
思
い

         

ま
す
か
。

（
グ
ラ
フ
）

設
問

：

ま
た
、
あ
な
た
は
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と

         

は
あ
り
ま
す
か
。

★
輸
送
障
害
時
な
ど
で
旅
客
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て

   

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
た
時
。

・
正
社
員
登
用
の
可
能
性
の
低
さ
。

新
駅
立
ち
上
げ
か
ら

奮
闘
す
る
仲
間
た
ち

　

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
と
東
武
伊
勢
崎
線
が
交
わ
る
駅
、

南
越
谷
駅
。
大
宮
支
社
の
中
で
も
乗
降
客
が
多
い
駅

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
、
南
越
谷
駅
と
吉
川
駅
の
間

に
今
年
三
月
一
五
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
「
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」
駅
。
今
回
は
、
こ
の
新
駅
で
働
く

分
会
の
仲
間
を
紹
介
す
る
。

　

こ
の
新
駅
は
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
と
い
う
が
ご
と
く
、

武
蔵
野
線
の
湿
地
帯
の
中
に
あ
っ
た
広
大
な
土
地（
東

京
ド
ー
ム
五
〇
個
分
）
の
開
発
に
よ
る
街
づ
く
り
の

中
で
生
ま
れ
た
。
当
然
新
駅
だ
け
に
設
備
は
ピ
カ
ピ

カ
。
大
宮
支
社
広
報
誌
「
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
二
一
」
に
も

特
集
で
紹
介
さ
れ
た
。
事
務
室
も
と
に
か
く
広
い
、

今
ま
で
狭
い
駅
に
慣
れ
て
き
た
先
輩
社
員
に
と
っ
て

は
居
心
地
が
悪
い
く
ら
い
全
て
が
ゆ
っ
た
り
と
作
ら

れ
て
い
る
。
今
は
男
性
社
員
だ
け
だ
が
、
女
性
用
の

更
衣
室
も
用
意
さ
れ
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
。
支
社
内

の
駅
で
は
初
め
て
だ
と
思
う
が
、
改
札
に
ド
ア
が
つ

い
て
い
る
。
こ
れ
で
夏
で
も
冬
で
も
快
適
に
空
調
の

効
い
た
ス
ペ
ー
ス
で
お
客
様
と
の
対
応
が
出
来
る
。

　

南
越
谷
駅
連
合
分
会
は
南
越
谷
と
吉
川
駅
、
東
川
口

駅
そ
し
て
こ
の
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
を
ひ
と
つ
に

し
て
分
会
を
構
成
し
て
い
る
。
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

駅
は
開
業
当
初
か
ら
委
託
駅
で
、
そ
こ
で
働
く
宇
都

宮
企
画
の
社
員
は
全
部
で

六
名
、
全
員
が
Ｊ
Ｒ
か
ら

の
出
向
者
。
そ
の
う
ち
四

名
が
国
労
組
合
員
で
、
組

織
率
で
国
労
が
過
半
数
。

　

こ
の
四
名
の
組
合
員
は
、

元
々
他
の
駅
に
い
た
が
、

こ
の
新
駅
開
業
に
伴
っ
て

立
上
げ
準
備
に
も
関
わ
り
、

三
月
一
五
日
の
開
業
を
無

事
迎
え
た
。
そ
し
て
開
業

と
同
時
に
「
宇
都
宮
企
画
」
に
委
託
さ
れ
、
開
業
準
備

に
携
わ
っ
た
仲
間
も
全
員
が
出
向
の
発
令
を
受
け
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
駅
業
務
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、
券
売
機
と
改

札
だ
け
の
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
の
業
務
で
は
物
足
り
な
さ

を
感
じ
る
メ
ン
バ
ー
。
現
在
の
一
日
の
乗
降
客
は
二
千

名
程
度
。
そ
れ
も
駅
す
ぐ
横
に
建
設
中
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
業
者
が
大
半
で
、
ま
だ
一
般
の
利

用
者
が
多
く
乗
る
よ
う
な
街
の
状
況
で
は
な
い
。

　

駅
も
ピ
カ
ピ
カ
、
環
境
も
静
か
で
良
好
だ
が
、
今

困
っ
て
い
る
の
は
商
店
が
近
く
に
一
軒
も
な
い
事
。

夜
に
な
る
と
建
設
業
者
も
い
な
く
な
り
、
数
棟
あ
る

マ
ン
シ
ョ
ン
の
灯
り
が
静
か
に
灯
る
だ
け
。
お
昼
は

建
設
中
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
業

者
が
頼
ん
で
い
る
弁
当
屋
に
相
乗
り
状
態
。
当
然
夜

は
な
い
。
だ
か
ら
夜
の
分
は
自
宅
か
ら
材
料
を
も
っ

て
き
た
り
、
弁
当
持
参
と
い
う
事
に
な
る
。
弁
当
な

ら
ず
と
も
ち
ょ
っ
と
し
た
物
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
も

ど
う
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。秋
に
な
る
と
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
い
う
の
で
一

安
心
だ
が
、
そ
れ
ま
で
は
我
慢
。

　

新
駅
の
開
業
準
備
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
奮
闘

中
の
組
合
員
。
昇
進
試
験
の
一
次
試
験
に
合
格
す
る

仲
間
も
出
て
い
て
う
れ
し
い
状
態
だ
が
、
今
後
ま
す

ま
す
増
え
て
く
る
委
託
駅
の
問
題
な
ど
に
も
取
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国 

労 

加 

入 

を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

春
に
東
京
地
本
で
取
り
組
ん
だ
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
ア
ン
ケ
ー
ト
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
速
報

の
形
で
様
々
な
声
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
東

京
・
横
浜
・
八
王
子
・
大
宮
の
四
支
社
管
内
の
多

数
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
回
答
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
男
女
比
ほ

ぼ
半
々
。
担
当
も
出
札
・
改
札
ほ
ぼ
半
々
で
一
部

に
案
内
や
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
（
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
）

担
当
の
方
が
お
り
ま
す
。
ま
た
、★
は
特
に
多
か
っ

た
回
答
で
す
。

設
問

：

「
入
社
時
」「
入
社
後
」
の
研
修
制
度
に
つ

           

い
て
改
善
す
べ
き
点
は
あ
り
ま
す
か
。

★
着
任
前
の
研
修
を
減
ら
し
て
、
配
属
駅
で
の
見
習

   

い
期
間
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

★
配
属
前
に
現
場
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

   

を
取
る
必
要
が
あ
る
。

★
出
札
・
改
札
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
研
修
も
別
々

   

の
ほ
う
が
い
い
の
で
は
。

・
東
京
支
社
で
は
ほ
と
ん
ど
出
札
の
研
修
し
か
し
て

   

い
な
い
。

・
見
習
い
に
つ
く
人
に
よ
っ
て
や
り
方
が
違
う
の
で
、

　

慣
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。

・
自
動
精
算
機
・
窓
口
精
算
機
の
扱
い
や
接
客
の
流

   

れ
な
ど
を
も
っ
と
勉
強
さ
せ
て
ほ
し
か
っ
た
。

・
Ｊ
Ｒ
の
券
種
・
き
ま
り
な
ど
を
も
っ
と
詳
し
く
研

   

修
す
べ
き
だ
と
思
う
。

設
問

：

福
利
厚
生
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は

         

あ
り
ま
す
か
。

★
購
入
券
の
枚
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
、
弁
当
は
建
設
業
者

利
用
の
配
達
弁
当
が
頼
り
の
新
駅
・・・・
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八
月
一
一
日
、
第
三
六
回
国
労
東
京
委
員
長
杯

争
奪
軟
式
野
球
大
会
の
幕
が
開
い
た
。

　

第
一
日
目
は
各
地
区
本
部
・
支
部
か
ら
選
出
さ

れ
た
一
三
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
、
事
前
の
キ
ャ

プ
テ
ン
会
議
で
決
定
し
た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に

よ
り
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

　

試
合
に
先
立
ち
開
会
式
が
一
〇
時
か
ら
行
わ
れ
、

プ
ラ
カ
ー
ド
に
よ
る
選
手
入
場
、
常
盤
教
宣
部
長

に
よ
る
開
会
挨

拶
・
開
会
宣
言

の
後
、
石
上
執

行
委
員
長
か
ら

開
会
の
挨
拶
が

行
わ
れ
た
。
続

い
て
、
昨
年
優

勝
し
た
川
崎
支

部
チ
ー
ム
か
ら

の
優
勝
旗
返
還
、

坂
本
審
判
長
の

諸
注
意
、
選
手

宣
誓
が
行
わ
れ
、

第
一
試
合
の
準

備
と
な
っ
た
。

　

一
一
時
か
ら
第
一
試
合

が
始
ま
り
、
神
奈
川
地
区

本
部
Ｂ
（
南
武
線
駅
連

合
）
が
八
王
子
地
区
本
部

Ａ
（
立
川
車
掌
区
）
を
五

対
三
で
破
り
、
新
幹
線
地

方
本
部
が
自
動
車
支
部
を

一
一
対
四
で
破
り
、
大
井

工
場
支
部
が
中
央
支
部
を

一
五
対
二
で
破
り
、
そ
れ

ぞ
れ
第
三
試
合
へ
と
駒
を

進
め
た
。

　

第
二
試
合
は
新
橋
支
部
Ａ
（
電
気
連
合
）
が
八

王
子
地
区
本
部
Ｂ
（
甲
府
支
部
）
を
一
五
対
四
で

破
り
、
新
橋
支
部
Ｂ
（
東
京
駅
）
が
大
宮
地
区
本

部
Ｂ
（
電
気
連
合
）
を
破
り
、
こ
れ
ま
た
第
三
試

合
へ
と
駒
を
進
め
た
。

　

第
三
試
合
は
、
九
月
に
開
催
さ
れ
る
準
決
勝
・

決
勝
に
出
場
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た
チ
ー
ム
が

敗
退
す
る
な
ど
番
狂
わ
せ
が
相
次
い
だ
。
結
果
と

し
て
大
宮
地
区
本
部
Ａ
（
宇
都
宮
支
部
）
が
神
奈

川
地
区
本
部
Ｂ
を
八
対
六
で
破
り
、
新
幹
線
地
方

本
部
が
連
覇
を
目
指
し
た
神
奈
川
地
区
本
部
Ａ（
新

鶴
見
機
関
区
・
新
鶴
見
駅
連
合
）を
八
対
七
で
破
り
、

新
橋
支
部
チ
ー
ム
ど
う
し
の
対
決
と
な
っ
た
試
合

は
Ａ
チ
ー
ム
が
Ｂ
チ
ー
ム
を
支
部
大
会
ど
お
り
に

破
っ
た
。
更
に
、
大
方
の
予
想
を
覆
し
て
、
大
井

工
場
支
部
が
上
野
支
部
を
七
対
五
で
破
り
、
四
年

ぶ
り
に
準
決
勝
戦
に
進
出
し
た
。

　

九
月
四
日
に
開
催
さ
れ
る
準
決
勝
・
三
位
決
定

戦
・
決
勝
戦
に
向
け
た
準
備
が
既
に
開
始
さ
れ
て

い
る
が
、
国
労
ら
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
試
合
に
対
す
る
意
気
込
み
も
示
し
な

が
ら
戦
わ
れ
る
。

お
詫
び
と
訂
正

　
「
国
労
東
京
」
№
一
七
〇
一
（
二
〇
〇
八

年
八
月
五
日
発
行
）
一
面
「
第
一
六
回
組

織
拡
大
・
労
働
条
件
改
善
経
験
交
流
集
会
」

の
記
事
中
、
開
催
日
が
七
月
一
四
日
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
七
月
一
二
日
の
間
違

い
で
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
大
船
支
部
）
本
間
裕
、
宇
佐
見
勝
久

（
八
王
子
支
部
）
佐
藤
満
、
柴
原
光
四
郎
、
小
尾

英
俊
、
船
木
勇
次
、
松
井
弘
文
、
大
野
広
志
、

保
科
誠
司

（
甲
府
支
部
）
土
屋
和
春

（
中
央
支
部
）
望
月
英
征

（
大
井
工
場
支
部
）
伊
東
敏
明

（
自
動
車
支
部
）
丸
山
淳
一

（
宇
都
宮
支
部
）
岡
本
崇
、鈴
木
司
、矢
内
俊
則
、 

（
大
宮
工
場
支
部
）
松
本
靖
雄

（
大
宮
支
部
）
田
谷
成
典
、
佐
藤
勲
、
金
谷
敏
揚
、

佐
藤
幸
雄

（
新
橋
支
部
）
竹
藤
敦
、
桐
山
一
彦
、
古
谷
明
広
、

渡
辺
浩
、
新
川
修
一
、
安
田
稔
、
鈴
木
一
雄
、

小
嶋
廣
和
、
古
沢
真
一
、
岡
田
直
之
、
松
田
恭
明
、

千
葉
利
吉

（
上
野
支
部
）
青
木
孝
一
、
曽
篠
一
弘
、
相
澤
嘉

孝
、
八
郷
清
幸
、
山
内
秀
夫
、
合
田
満
、
加
藤

英
樹

（
川
崎
支
部
）
石
井
伸
次
、
久
保
田
充
、
田
中
亨
、

古
賀
将
也

（
横
浜
支
部
）
戸
塚
秀
一
、
福
島
正
見
、
山
寺
浩
、

吉
村
吉
光

（
国
府
津
支
部
）
湊
信
蔵
、
桐
井
芳
樹

始
球
式
を
す
る
石
上
委
員
長


